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在研究室独自のシステムの開発により 4 倍から 8 倍
の効率向上を達成している。 
２．超並列型 MR マイクロスコープの概要  
















2.3 MR マイクロスコープとは？ 
MRI と同じ原理で、10～100 ミクロンという高 






































































































































































































４．京都 4000 プロジェクト 


































第一期 128×128×256 の画素分解能で撮像。 
（2002～2004 : 現在進行中） 
第二期 256×256×512 の画素分解能で撮像。 
（2005～2008 : 予算申請及び計画中） 
第三期 512×512×1024 の画素分解能で撮像。 
















現在、21 ステージ（約 150 体）と 19 ステージ（約
150 体）の撮像が完了し、20 ステージの撮像が行わ
れています。 
 
4.7 このプロジェクトが与えるインパクト
は？ 
おそらく、このプロジェクトが終わって、データ
を公開し、世界中の研究者に評価してもらわなけれ
ば、本当のインパクトは分からないと思います。し
かしながら、ポストゲノム時代を迎え、ヒトの生命
科学が、分子生物学、遺伝学、発生学をベースに新
たに構築されようとしている現在、このデータベー
スには、計り知れないものがあると思います。しか
も、三次元空間分解能が、100 ミクロン立方（第一期）
50 ミクロン立方（第二期）、25 ミクロン立方（第三
期）と進むに従って、さまざまなことが明らかにな
ってくると思います。 
 
５．まとめ 
我々は、三次元の撮像をするうえで大変重要な部
分の一つであるプローブの開発に数年にわたり関わ
り、プロジェクトの第一期も後半に入り数百体以上
の撮像が完了し、プロジェクトは順調に進行してい
る。今後第二期、第三期とプロジェクトは進行して
行くが、現段階で、超並列型 MR マイクロスコープ
の研究開発に寄与できていると考えている。 
この報告にあたりご指導頂きました、本学物理工
学系 巨瀬勝美教授（NMR イメージング研究室）に
深く感謝いたします。 
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